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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
ｏ
ｎ
・
Ｉ
ビ
ジ
ョ
ン
の
番
組
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
お
か
や
ま
」
は
、
４
日
放
送

か
ら
「
大
地
震
～
岡
山
市
の
防
災
・
減
災
」
が
テ
ー
マ
。
岡
山
犬
大
学
院
の
内
田
和
子
教
授
（
応

用
地
理
学
）
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
医
療
支
援
に
取
り
組
ん
だ
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
代
表
に
よ
る
討
論
要
旨
を
紹
介
す
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
埋
草
明
彦
山
陽

新
聞
政
治
部
長
。
（
岸
本
渉
）

大
地
震
～
岡
山
市
の
防
災
・

一
　
－
３
月
1
1
日
発
生
の
東
日
生
4
8
時
間
以
内
に
救
命
治
療

　
本
大
震
災
で
未
曽
有
の
被
害
に
当
た
る
災
害
派
遣
医
療
チ

　
が
あ
っ
た
。
多
数
が
避
難
中
Ｉ
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
が
、
本

　
で
原
発
事
故
も
継
続
し
て
い
未
の
機
能
を
果
た
せ
な
か
っ

　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
　
内
田
　
想
定
外
の
災
害
と
　
　
一
方
、
日
本
医
師
会
の
災

　
思
わ
れ
た
が
、
政
府
の
地
震
害
医
療
チ
ー
ム
孚
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

調
査
委
員
会
で
は
東
日
本
犬
が
活
躍
し
た
。
発
生
直
後
に

・
震
災
の
発
生
前
に
、
今
回
と
行
政
機
能
が
ス
ト
ッ
プ
し
た

一
震
源
域
が
近
く
、
北
関
東
ま
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
こ

　
で
津
波
被
害
を
も
た
ら
し
た
う
し
た
状
況
の
想
定
が
重
要

　
貞
観
地
震
（
８
６
９
年
）
に
だ
。

　
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
た
。
　
１
岡
山
市
民
の
災
害
に
対

　
想
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
す
る
危
機
意
識
は
ど
う
だ
ろ

　
災
害
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
う
。

　
る
。

　
　
‐
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
被
災
地
で

　
緊
急
医
療
支
援
活
動
を
展
開

Ｔ
‥
）
た
。
課
題
は
何
か
。

　
　
菅
波
　
岩
手
県
大
槌
町
や

一
宮
城
県
南
三
陸
町
な
ど
で
、

一
約
１
５
０
入
の
医
師
や
看
護

。
師
ら
が
避
難
所
や
地
域
を
巡

　
回
し
た
。
大
災
害
で
約
5
0
力

　
国
、
１
２
０
件
の
医
療
支
援

・
を
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
状
況

　
が
異
な
る
。
阪
神
大
震
災
Ｔ

　
９
９
５
年
）
で
は
入
院
施
設

　
が
機
能
し
た
。
東
日
本
大
震

・
災
で
は
医
療
機
関
が
壊
滅
状

｛
態
で
医
師
も
被
災
し
た
。
津

　
波
に
よ
る
死
者
が
多
く
、
発

内

田

阪
神
大
震
災
、
鳥

減
災

取
県
西
部
地
震
（
２
０
０
０

年
）
、
芸
予
地
震
（
0
1
年
）

で
も
目
立
っ
た
被
害
が
な
か

っ
た
こ
と
が
危
機
意
識
の
低

さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
１

９
４
６
年
の
昭
和
南
海
地
震

で
は
、
県
内
で
震
度
６
を
記

録
し
、
5
2
入
が
死
亡
し
た
。

Ｉ
Ｏ
Ｏ
～
１
５
０
年
の
周
期

で
必
ず
発
生
す
る
。
危
険
性

を
認
識
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

｜

I
~
I

　
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地

震
東
海
か
ら
四
国
に
か
け

て
の
太
平
洋
沿
岸
で
、
今
世
紀
前
半
に
も
起
き
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
級
の
巨

大
地
震
。
震
源
域
が
静
岡
県
中
・
西
部
と
駿
河
清

一
帯
の
場
合
は
東
海
地
震
、
和
歌
山
県
・
潮
岬
よ

り
東
の
紀
伊
半
島
周
辺
で
は
東
南
海
地
震
、
潮
岬

一
以
西
は
南
海
地
震
。
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岡
山
県
の
委
託
を
受
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
示
し

た
東
南
海
・
南
海
地
震
の
県
内
被
害
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
約
８
８
０
０
棟
が
全
壊
し
、
冬

の
午
後
５
時
～
同
７
時
（
風
速
８
μ
）
の
発
生
で

８
万
６
６
６
８
棟
が
焼
失
、
８
２
１
人
が
死
亡
す

る
と
し
て
い
る
。

対
策
は
。

　
菅
波
日
ご
ろ
か
ら
親

戚
や
知
り
合
い
宅
な
ど
避

難
先
を
決
め
て
お
く
こ
と

が
大
切
。
避
難
所
の
生
活

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
衛

生
、
栄
養
の
問
題
が
あ
る
。

Ｉ
ド
マ
ッ
プ
、
明
治
時
代

の
地
形
図
な
ど
を
活
用
し

た
り
、
行
政
機
関
が
発
信

す
る
防
災
情
報
を
見
る
こ

と
を
心
掛
け
て
ほ
し
い
。

　
　
（
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
お

か
や
ま
」
は
土
、
日
曜
の

午
後
４
時
と
1
0
時
か
ら
。

　
－
地
震
に
よ
る
液
状
化
の
平
野
の
干
拓
地
は
、
津
波
や
し
た
安
政
地
震
（
１
８
５
４
定
さ
れ
る
区
域
内
の
住
民
が
災
害
発
生
後
１
週
間
以
内

影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。
　
　
高
潮
の
際
に
浸
水
の
可
能
性
言
で
も
同
市
で
２
・
１
封
助
け
合
お
う
と
い
う
の
が
自
に
、
個
別
に
避
難
で
き
る

　
内
田
　
液
状
化
は
干
拓
地
が
高
い
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
卯
Ｔ
3
0
回
に
わ
た
主
防
災
組
織
。
避
難
場
所
や
と
こ
ろ
を
確
保
し
て
お
く

や
埋
め
立
て
地
、
塩
田
跡
地
の
地
帯
で
、
大
阪
湾
周
辺
や
り
押
し
寄
せ
た
と
さ
れ
て
い

な
ど
土
中
に
水
分
が
多
い
軟
東
京
湾
の
２
倍
以
上
の
広
る
。

弱
地
盤
で
発
生
す
る
。
岡
山
さ
。
そ
の
中
に
約
4
0
万
人
が
　
ー
岡
山
市
は
、
災
害
時
に

避
難
場
所
や
経
路
確
認
を

安
全
性
、
避
難
経
路
を
確
認
努
力
が
肝
心
だ
。
電
気
と

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
。
　
水
の
確
保
も
重
要
。

　
菅
波
　
東
日
本
大
震
災
で
　
内
田
　
自
分
が
住
ん
で

は
、
役
所
や
役
場
の
職
員
も
い
る
場
所
が
ど
ん
な
地
形

被
災
し
た
。
行
政
と
の
調
整
だ
っ
た
か
を
知
っ
て
お
く

役
を
担
う
住
民
は
ボ
ラ
ン
テ
こ
と
も
必
要
。
浸
水
区
域

ィ
ア
で
活
動
せ
ざ
る
を
得
な
や
避
難
地
域
を
示
す
ハ
ザ

　
ｊ
一
一
一
　
　
　
生
活
し
て
い
る
。
昭
和
南
海
行
政
と
連
携
し
て
避
難
誘
導
い
。
自
分
が
必
要
と
さ
れ
る

　
　
　
…
…
…
・
ぃ
…
…
…
‘
こ
。
心
…
…
…
・
’
。
　
　
　
地
震
で
も
被
害
が
千
拓
地
に
な
ど
に
当
た
る
自
主
防
災
組
の
だ
と
自
覚
Ｊ
’

９
Ｒ
を
生

ン
　
　
△

ヘ
ト
入
　
　
　
　
集
中
し
ヽ
多
数
の
家
屋
が
金
縁
の
設
置
を
呼
び
掛
け
て
い
む
た
め
に
は
こ
う
し
た
住
民

／
ｊ
ｙ
Ｊ
’
ｒ
Ｔ
‘
　
　
　
　
半
壊
し
た
。
当
時
と
比
べ
建
る
が
、
祖
縁
率
（

1
0
年
４
月
）
に
も
給
料
を
支
払
っ
て
は
ど

・
物
や
橋
な
ど
の
構
造
物
が
増
は
市
内
で
5
0
・
２
％
と
、
全
う
か
。

　
え
て
お
り
、
東
海
・
東
南
海
国
平
均
の
7
4
・
４
％
に
及
は
　
ー
県
は
東
南
海
・
南
海
地

・
南
海
地
震
が
発
生
す
る
と
な
い
。

大
き
な
被
害
が
出
る
だ
ろ

う
。
　
－
津
波
被
害
は
ど
う
か
。

　
内
田
　
東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
の
３
地
震
が
同
時

に
起
き
た
宝
永
地
震
（
１
７

０
７
言
で
は
、
瀬
戸
内
市

で
も
平
水
位
よ
り
１
・
５
封

商
い
津
波
が
襲
い
、
牛
窓
地

区
で
は
多
数
の
死
者
が
出
た

と
い
う
記
録
が
あ
る
。
３
地

震
が
3
2
時
間
の
ず
れ
で
発
生

岡
山
市
の
防
災
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
う
（
右
か
ら
）
内
田
和
子
・

岡
山
大
大
学
院
教
授
と
菅
波
茂
・

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表

　
内
田
　
災
害
が
発
生
し
た

際
、
行
政
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
同
じ
よ
う
な
被
害
が
想

震
を
見
据
え
た
現
行
の
地
域

防
災
計
画
を
、
東
海
地
震
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
な
い
原
発
事
故
で
は
、
答
え
が
返
っ
た
。
こ
れ
は

１
　

放
射
線
量
の
安
全
基
準
を
岡
山
市
の
自
主
防
災
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
＆
　
＆
ｌ
ｓ
Ｊ
Ｓ
ｇ

ｌ
．
Ｊ
＝
＿
Ａ

ａ
ａ
　
　
ａ
Ｊ
ｊ
＆
３
１
ｓ
ｊ
ｌ
ｊ
ｓ
ｊ

Ｊ
　
ｊ
．
ｄ
&
～
＝
ｊ
．
１
＆
＼
―
ｒ

連
動
を
想
定
し
た
計
画
に
見
５
、
1
2
、
1
9
日
は
午
後
４
一

直
す
。
有
効
な
防
災
、
減
災
時
の
放
送
は
な
い
）

　
え
な
い
原
発
事
故
で
は
、
答
え
が
返
っ
た
。
こ
れ

」

　
東
日
本
大
震
災
は
発
生
か

ら
聞
も
な
く
３
ヵ
月
。
「
正

し
く
、
詳
し

め
ぐ
る
懸
念
も
あ
る
。
　
の
組
織
率
が
、
全
国
平
均

　
番
組
の
テ
ー
マ
は
岡
山
を
下
回
る
要
旨
の
一
つ
で

で
想
定
さ
れ
る
大
地
震
。
あ
ろ
う
。
番
組
を
通
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
災
・
減
災

い
情
報
」
が
　
「
正
し
く
、
詳
し
い
情
報
」
大
切
　
対
応
に
つ
な

い
か
に
大
切
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
る
情
報
を

か
と
痛
感
す
る
。
発
生
後
、
紹
介
さ
れ
た
街
頭
イ
ン
タ
行
政
だ
け
で
な
く
、
わ
れ

多
く
の
被
災
者
は
被
害
の
全
ビ
ュ
ー
で
市
民
か
ら
、
被
わ
れ
も
発
信
し
続
け
る
必

体
像
が
分
か
ら
ず
、
避
難
所
書
想
定
や
避
難
場
所
に
つ
要
が
あ
る
と
思
っ
た
。

で
新
聞
を
食
い
入
る
よ
う
に
い
て
「
情
報
の
入
手
方
法
　
　
　
　
　
（
江
草
明
彦
）

読
ん
だ
と
い
う
。
収
束
が
見
が
分
か
ら
な
い
」
と
い
う

Okayama Area

…………ﾕ=ﾉ岡･ｪ･j｡｡山｡都｡市圏飯●


	page1

